Express サーバや添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明し 
ます。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセツ 
トアップしてください。 


Express サーバの特長 ( 一 2 ページ） . Express サーバの特長や添が（または別売品)のソ 

フトウエアおよびを種オプションとソフトウエア 
の組み合わせじよって実現できるシステム管理の 
ための機能について説明しています。 


導入にあたって（一 8 ページ） . Express サーバをご利用されるシステムを構築す 

る際に知っておいていただきたい事柄や、参考と 
なる了 ドバイスが記載されています。 

お客様登録(一 14 ページ） . お客様登録の方法について説明しています。 

Express 5800 シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録をしてください。 

セットアップを始める前に(一 15 ページ） . セットアップの順唐を説明します。お使いになる 

オペレーティングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2003 のセットアップ（一 18 ぺージ） ...Windows Server 2003 で運用する場合のシステ 

ムのセツトアップの方まについて説明していま 
す。 


Windows 2000 のセットアップ(一 41 ページ） . Windows 2000 で運用する場合のシステムの 

セツトアップの方法について説明しています。 
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Express ヴーバの特長 


お買い求めじなられた Express サーバの特長を次に示します。 

固張性 _ 

• 豊富なのオプションス□ット 
- PCI バス （64- bit /33 MHz ): 

- PCI バス （32- bit /33 MHz ): 

• IDE ポートを3チャネル標準装備 
- Ultra ATM 00: 2チヤネル 

- Ultra ATA 66: 1チャネル 


4 ス□、ソト 
1 スロット 


性能 



• 最大 4(3 目の大容量メモリ 
• ネットワークポートを標準で1ポート装備 
• リモートパワーオン機能 

• 最大2マルチプ□セ、ソサまでアップグレード巧能 
• USB 対応 



信頼性 


• メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
お出） 

• メモリ /CP U 縮退機能(障害を起こしたデバイスの論 
理的な切り離し） 

• 温度お知 
• 異常通知 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• ディスクアレイ（一部のモデルはホットスワップ対 


• Intel ® Xeon ™ Processor 搭載 
- N 8100 -888: 2.40 BGHZ 

- N 8100 -940/993 Y /994 Y : 2.80 BGHz 
- N 8100 -1009 Y /1010 Y : 3.06 GHz 
• 高速ネットワークインタフェース 

(10 BASE - T /100 BASE - TX /1 000 BASE-T 対応） 

• Ultra ATA 対応 (ATA 100 x 2、 ATA 66 x 1) 

• Ultra 320 SCSI ( RAID ) 対応 （ SCSI ホ、ソトプラグ 
モデル） 

ぐに使える 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003日本語版 
または Microsoft ® Windows ® 2000日本語版イ 
ンストール済み（ビルド-トゥ-オーダーの場合） 
• 八ードディスクドライブはケーブル接続を必要と 
しないワンタッチ取り付けタイプ（ホ、ソトスワ、ソ 
プ対応） 


応) 


• 目 I 0 S パスワード機能 
• 盗難防止(セキュリティ□、ソク) 


0富な機能搭載 



• ESMPR 0 プロダクト 
• ディスクアレイ管理ユーティリティ 


巧機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


• グラフィックスアクセラレータ 「RAGE XL 」 採用 

• El Torito Bootable CD - ROM(no emulation 
mode ) フォーマットをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 


回己診断機能 

• Power On Self-Test ( POST ) 

• システム診断 ( T & D ) ユーティリティ 


图電力機能 

スリープ機能 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESS 目 ULDER ( システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セッ ト アップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 
参 SETUP 旧 10 S セットアップユーティリテイ） 
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Express サーバでは、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、ディスクアレイなどといった八ードウエア本体が提供する機能 
と、サーバ本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連 
携により、システムの障害を未然に防止または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた 
めのバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を磕保する 
ことができます。 

を機能はそれぞれじ(下の八ードウエアおよびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• バックアップ管理 

ディスクアレイコント□ーラ/ 
ディスクミラーリングコント□-ラ 

At/DAT など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Power Console Plus 

FastCheck 

Windows 標準バックアップツール 
BackupExec*、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)* 

ESMPRO/UPSController 
PowerChute ソフトウエア* 

(を）無停電電源装置(こより、使 
用するソフトウェアが異な 

LJ ます。 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接続ボード* 

WebSAM/Netvisor* 


* オプション製品 


導入編 
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サーバ管理 

Express サーバはシステムボード上に標準でシステム監視チップを搭載しており、サーバに 
内蔵されている W 下のを種リソースを監視します。これらの八ードウエア機能と Express 
サーバ管理用ソフトウエア^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」および^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」 
が連携し、サーバの稼動状況などを監視するとともじ万一の障害発生時にはただちに管理者 
へ通報します。 

ESMPRO / ServerAgent をインストールした場合、データビユーアの項目ごとの機能可否は 
下記の表のとおりです。 

，: ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準で添付されています。 

各ソフトウてアのインストール方法や使用方まは、各ソフトウてアの説明を参照してくださ 

い。 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

HW の物理的な情報の表示。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報の表示。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報の表示。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報の表示。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視。 

メモリの論理情報参照や状態監視。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス(フ□、ソピーディスクドライブ、シリアルポート、 
パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報の参照。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能。 


温度 

〇 

屋体内部の温度監視。 


フアン 

〇 

ファンの監視。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧の監視。 


電源 

X 

電源ユニットの監視。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (售体のカバー/ドアの開閉）の監視。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0 S の情報の参照。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) (こ関する情報参照やパケットの監視。 

扳:張バスデバイス 

〇 

拡張ノ \'スデバイスの情報の参照。 

BIOS 

〇 

目 IOS の情報の参照。 

□ーカルポーリング 

〇 

エージエントが取得する任意の MIB 項目の値の監視。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクなどのストレージデバイスやコント□ーラの監 
視。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率の監視など。 

AMI ディスクアレイ 

〇 

LSI-Logic 社製ディスクアレイシステムの監視。 

その他 

X 

Watch Dog Timer (こよる OS ストールの監視。 

〇:サポート 

A : —部サポート X :3 

巧ポ ー h 
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ストレージ管理 


大容量のストレージデパイスを搭載-接続できる Express サーバを管理するために次の点に 
ついて留意しておきましょう。 

ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高め 
ることにつながると言えます。 Express サーバが提供するオプションの RAID コント□ーラを 
使用することじより、八ードディスクドライブをグループ化して冗長性を持たせることで 
データの 損失を防ぐとともに、八 ー ドディスクドライブの稼働率を向上することができま 
す。 

また、ディスクアレイ管理ユーティリティ (Power Console Plus または FastCheck ) と 
ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent との連携じより、ディスクアレイの 
状ミ兄をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、八ードディスクドライブの障 
害に対して迅速に対処することができます。 


■L 

rE>n 


RAID コントローラがサポートする RAID レベルや RAID の構築方法については、各 RAID 
コントローラに添付の説明書を参照してください。 

ESMPRO / ServerManager や ESMPRO / ServerAgen し Power Console Plus 、 
Fas に heck は、本体に標準で添付されています。ソフトウェアのインストール方法や使 
用方まは、各ソフトウエアの説明を参照してください。 


バックアップ管理 

走:期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備え 
る最も基本的な対応です。 

Express サーバじは、データバックアップ用の大容量記 
憶装置と自動バックアップのためのを種ソフトウエアが 
用意されています。容量や転送スピード、バックアップ 
スケジュールの設定など、ご使用じなる環境に合わせて 
利用してください。 



デバイス名 

説明 

DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格としての互換性も備えており、広く利用されている 
バックアップメディア。最大 160G 目のデータバックアップが可能。ル〜中規模シス 
テム向け。 

AIT 

最大1 40G 目のデータバックアップが可能。中規模システム向け。 




導入編 
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アブ U ケーシヨン名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のノ、'ックアップツール。 

単体ノ \'ックアップ装置(こ単純なバ、ソクアップを巧うときじ使用。 

ARCserve 

(コンピュータ-アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
スケジュール運用が巧能で、集合バックアップ装置、 D 目オンラ 
インバックアップなどじ対応可能。 

目 ackupExec (ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 D 目オンラ 
インバックアップなどじ対応巧能。 

NetBackup (ベリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模シ 
ステムまで対応。オープンファイルバックアップ、 Disaster 
Recovery を標準サポート。 DB オンラインバックアップなどに対 
応可能。 


讯乍がテ''ィけがの*モ(公 巧 巧®ウィントで W W レフ化） 

I田る。柳？ I い I r I I -I ^11 ] 1 




NTBackup(OS 標準 ) 



ARCserve ( コンピュータ • アソシエイツ社 ) 



BackupExec ( ベリタス社 ) 


NetBackup ( ベリタス社 ) 
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電源管理 
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商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひ 
とつです。 

停電や瞬断に力日え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障 
などがシステムダウンの要因となる場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商 
用電源の電圧が低下し始めると、自動的にバッテリから電源 
を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、 

その間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができ 
ます。さらに電圧や電流の変動を巧え、電源装置の寿命を延 
ばして平均故障間隔 ( mtbf ) の延長にも貢献します。また、ス 
ケジュール等によるサーバの自動-無人運転を実現すること 
ちできます。 

Express サーパでは、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Smart-UPS の2種類の 
無停電電源装置を提供しており、それぞれ ESMPRO/UPSController または PowerChute ソ 
フトウエアで管理-制御します。 



ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgent を使 
用することにより、 Express サーバに内蔵されている LAN 
カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができま 
す。 

また、別売の WebSAM/Netvisor を利用することにより、 
ネットワーク全体の管理を行うことができます。 



導入編 
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導入にあたつて 

Express サーバを導入するじあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、(下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 


「 Express サーバの特長」での説明のとおり、 Express サーバでは 
運用管理-信頼性に関する多くの八ードウェア機能や添付ソフ 
トウェアを備えています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ード 
ウェア機能および添付ソフトウェアのどれを使用して、どのよ 
うに運用するか？」などを横討し、それに合わせて必要な八ード 
ウェアおよびソフトウエアのインス I ル/設定を行ってくださ 
い。 



稼動が況-障害の監視および保守 

Express サーバじ標準で添がされた^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」および^ ESMPRO / 
56「ソ6「八96が」を利用することによリ、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行 
い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

Express サーパを運用する際は、「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ age 「」および^ ESMPRO / 
ServerAgent 」 を利用して、万一のトラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、 Express サーバに障害が発生した際に、 NEC フイールデイング(株)がアラーム通報を 
受信して保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シ 
リーズの障害監視.保守を行うことができます。 
r エクスプレス通報サービス」の利用も橫討してください。 


8 
















システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について磕認してください。 


出荷時のが態を確認しましょう 

お買い求めになられた Express サーバを導入する前に、 Express サーバの化荷時の状態を磕 
認しておいてください。 Express サーバでは、ごを文により化荷時の状態に次の2種類があ 
ります。 

化荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態により、必要なセットアップ作業が 
異なります。15ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド-トゥ-才ーダーにて Windows Server 2003または 
Windows 2000インストールを指定された場合。 

ホインストール 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド•トゥ•オーダーによ 
る OS のインストールを希望されなかった場合。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、 Express サーバのセットアップは必要不可欠なポイントで 
す。 

Express サーバのセットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか 
十分に橫討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、 Express サーバが提供するシステム全体の安定した運用と機能を十 
分に発揮できなくなります。 

1. 運用方針と障害対策の検討 

Express サーバの八ードウエアが提供する機能や採用する才 
ペレーテイングシステムによって運用方針やセ丰ュリテイ、 

障害への対策方法が異なります。 

「 Express サーバの特長 （2 ぺージ)」に示す Express サーバの 
八ードウエアやソフトウエアが提供する機能を十分に利用し 
たシステムを構築できるよう横討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社 
および弊社営業担当にご相談されることもひとつの手だてで 
す。 



導入編 
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2. 八ードウ I アのセットアップ 


Express サーパの電源を ON にできるまでのセット 
アップを確実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態に 
セットアップしてください。詳しくは、15ページ 
に示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプションの 
取り付けや設置、周辺機器の接続に力日えて、内部 
的なパラメータのセットアップも含まれます。ご 
使用じなる環境に合わせたパラメータの設をは才 
ペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと 
連携した機能を利用するために大切な手順のひと 
つです。 



3 . システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といった八一 
ドウエアのセットアップが終わったら、八ード 
ディスクドライブのパーティションの設定やディ 
スクアレイの設を、オペレーティングシステムや 
管理用ソフトウエアのインス I -ールに進みます。 

く初めてのセットアップの場合> 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際 
じ指定されたインス I -ールの状態によってセッ 
トアップの方法が異なります。 

「カスタムインス I '''ール」を指定して購入された 
場合は、 Express サーバの電源を ON にすれば 
自動的にセットアップが始まります。セット 
アップの途中で表示される画面のメッセージに 
従って必要事項を入力していけばセツトアップ 
は完了します。 




「ホインス I -- ル」で購入された場合は、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM が提 
供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用します。 
シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択-入力する 
だけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 

く再セットアップの場合> 

シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行ってくれます。 

















































[インス I ルする OS によってシームレスセットアップの手順び少しだけ変わります] 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版 （ ti 降、 
[Windows Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows Server 200 3™ Enterprise Edition 日本語版 （ JU 降、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」 
と呼ぶ） 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
間い合わせください。 

「Windows Server 2003」または 「Windows 
2000」では、ディスクアレイの設定から管理用ソ 
フトウエアのインストールまでの作業をシームレ 
スセットアップが行います。 

Express サーバ固有のセットアップは （ OS を除 
く）、 シームレス セットアップが代わりに行ってく 
れます。セツトアップでは、 シームレス セット 
アップを利用することをお勧めします。 


4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003または Windows 2000じ関しては、本 
書で説明しています。 

日.管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出)荷時にインス I -ール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、 Express サーバと同じネットワーク上にある管理 PC にインス!-ールし、 
Express サーバを管理-監視できるソフトウェアもあります。併せてインス I -ールして 
ください。なお、使用を開始する前に使用環境に合わせた設をが必要じな場合がありま 
す。詳しくは r ソフトウェア編」をご覧ください。 

目.システム情報のバックアップ 

保守 ユーティリティ「オフライン 保守 ユーティリティ」を 使って Express サーバのマザー 
ボード上にある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによる 
パーツを換後にじ(前と同じ状態にセツトアップするために大切な手順です。詳しくは36 
ページまたは58ページをご覧ください。 



U 
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各運用管理機能を利用するにあたって 


Express サー パで障害監視などの運用管理を行うには、 Express サー パに添がされた 
ESMPRO/ServerAgent 、 £31\/1 ド 1^0/56 「ソ 6 「 1\/|311396 「または別売の同ソフ トウエアが 必要 
となります。 

この後で説明するセットアップ手順またはソフトウエアの説明書(別売の場合)に従ってをソ 
フトウエアのインス I -ールおよび必要な設をを行ってください。 



を運用管理機能を利用する際には、 W 下の点にごを意ください。 

ヴーノ（管理機能を利用するにあたって 

• CPU / メモリ縮退機能を利用する場合や CPU やメモリを巧換した場合は、巨 IOS のコン 
フィグレーションが必要です。「システムコンフィグレーション （132 ページ)」を参照し 
て 「Processor Settings 」 や 「Memory Configuration 」、「 Advanced 」 のを項目を設定し 
てください。 

• サーバのをコンポーネント （ CPU / メモリ /ディ スク/ファン)の使用状況の監視やオペレー 
ティ ングシステムのストール監視な ど、 監視項目によっては E S M P R 0/ 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設定が必要になります。詳 
細は、をソフトウエアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

ストレージ管理機能を利用するにあたって 

ディスクアレイシステムの管理を行うには、 RAID コント□-ラと ESMPRO/ServerAgent 
に力□えて次のソフトウエアが必要です。 

• ディスクアレイシステムを使用する場合 

専用の管理ソフトウエア （Power Console 円 us ) をインス I -ールしておく必要がありま 
す。「ソフトウエア編」の 「Power Console Plus けーパ）」の説明に従ってインス I ル 
してください。 

オプションとしてサポートしている RAID コント□ーラを搭載した場合は、コント□-ラ 
専用の管理ソフトウエア （ FastCheck など）をインストールしておく必要があります。 
RAID コント□ーラに添付の説明書に従ってインス I -ールしてください。 










• バックアップファイルシステムを使用する場合 


DAT 装置を使用する場合は、クリーニングテープ 
を使ってを期的にへ、ソドを清掃するようムがけて 
ください。ヘッドのミちれはデータの読み書きエ 
ラーの原因となり、データを正しくバックアップ/ 
リストアできなくなります。テープドライブや 
テープの状態を監視する r テープ監視ツール」を使 
用することをお勧めします。テープ監視ツールに 
ついては r ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、専用の制 
御用ソフトウェア、またはオペレーティングシス 
テム標準の UPS サービスのセツトアップが必要で 
す。 


• 無停電電源装置を利用する場合、自動運転や停電 
回復時のサーバの自動起動などを行うには BIOS の 
設定が必要です。「システムコンフィグレーション 
( 132ページ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにあ 
る 「 AC - LINK 」 の設定をご使用になる環境に合った 
設定に変更してください。 












お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくか 、 Club Express の 
インターネ 、ソ トホームページ 


http://club.express.nec.co.Jp/ 


にてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまじは、ご希望じより Express 5800シリーズをご利用じなる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。是非、ご覧ください。 


14 





























セットアップを始める前に 


セットアップの順唐と参照するページを説明します。セットアップは八ードウエアから始めます。 

—立 ビルド•トウ•才一夕一で Windows 
匡軍 g Server 2003または Windows 
2000のインス I ルを指定した場台 
は、本体に Windows のプ□ダクトキー 
び記載された I D ラベルび貼りつけ5れ 
ています。 

0 S のセットアップや再インストール時に必要な情報です。剥びしたりミちしたりしないよう 
注意してください。もし剔がれたり巧れたりして見えなくなった場台はお買い求めの販売店 
または保守サービス会社に連絡してください。あ5かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添 
付品といっしよにメモを保管されることをお勧めしまず。 



次の順唐で八ードウエアをセツトアップします。 


1. 別途購入したオプションを取り付ける。（一93ページ） 

•L[12E] 

Windows Server 2003 /Windows 2000をお使ぃの環境で次のオプションを増設した場合は 、 os 
の起動後に次の操作を行ってくださぃ。 

- DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してくださぃ。 

詳しくは31ぺージ （Windows Server 2003の場合）または54ぺージ （Windows 2000の場合） 
を参照してくださぃ。 

- Express サーバを 1 CPU から 2 CPU に増設した場合は、デバイスマネージャの「コンピュー 
夕」の ドライバ 「ACPI マルチプロセッサ PC 」 に変更し、 画面に従って再起動後、システムの 
アップデート （36 ぺージまたは58ぺージ）を行ってくださぃ。 

2. 本体(こ適した場所に設置する。（一74ページ） 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を Express サーバに接続する。（一77ぺージ) 

4. 添がの電源コードを Express サーバと電源コンセント(こ接続する。（一77ぺージ） 

已. Express サーバの構成やシステムの用途(こ応じてシステム BIOS およびディスクアレイコント □— 
ラの BIOS の設定を変更する。 

システム BIOS の設定については134ページに示す設定例を参考にしてください。ディスクアレイ 
コント□ーラの設定(こついてはモデル(こよって下のとおり参照してください。 

- IDE ホ、ソトプラグモデル 

オンラインドキュメントの r ディスクアレイコント□-ラ （ IDE ) オペレーションガイド」を参照 
してください。 

- SCSI ホ、ソトプラグモデル 

本書の 「 RAID コンフィグレーション」 （160 ページ）を参照してください。 

ーオプションまたはビルド•トゥ•オーダーで購入した RAID コント□ーラ 

RAID コント□ーラまたはビルド•トゥ•オーダーで購入した本体に添付の説明書を参照して 
ください。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000-000 
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• 使用する OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ•アン 
ド•プレイをサポートずるかどうかなどの項目もあります。また、日付や時間び正しく設定 
されているか必ず確認してください。 

• IDE ホットプラグモデルの場合 

本装置のインストール作業をする場台は、必ず□ジカルドライブ(パック）の Write Policy 
(Write Cache ) の設定を 「Write Throu 呂 h 」 に設定してください 。 「Write Back 」 で運用 
している場合もインストールの勵ホ 、 「Write Throu 呂 h 」 に設定し、インストール終了後に 
「Write Back 」 に戻してください 。 「Write Back 」 のままでは正しくインス I -- ルできませ 
ん。インス!ルに失敗した場合は 、 「Write Throu 呂 h 」 に設定してか5インス!ルをや 
り直してください。 




システムのセツトアツ 



八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムじ合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


システム情報のバック 
アップ 

36 - 60 
ぺージ 

本 


セットアップ完了 


スタート 


八ードウエアのセツトアップ 


■ 

はい 


購入したとさのノ v — ドディスクドライブの 
ミまで内容は？ （9 ページ参照） 


カスタムインス I ル 
(Windows Server 2003/ 
Windows 2000) 


未インストール 


インストールする 0 S は？ 


Windows Server 2003/ 
Windows 2000 


シームレスセツトアップを使う？ 


■ 

はい 


シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 

20ぺージ 

Windows 2000 

43ぺージ 



障害処理のためのセツトア 

Windows Server 2003 

ソプ 

1 31ぺ-ジ 

Windows 2000 

1已4ぺージ 


再インストールでず 


I その他 


I いいえ 



マニュアルセットアップ"^2 

Windows Server 2003 

38ぺージ 

Windows 2000 

60ぺージ 


*1 本体標準装備の RAID コント□-ラに接続された 
A - ドディスクドライブに巧してディスクアレイを 
構築後、終了します。 

*2 Windows Server 2003 /Windows 2000政がの 
OS のインストール方法については本装置に添付の 
別冊の説明書を参照するか、保守サービス会社に 
お問い合わせください。 


1已ぺージ 


購入後、初めてのセットアップでずか？ 


カスタムインス1-ールモデル ( 

Windows Server 2003 

D セットアップ 

18ぺージ 

Windows 2000 

41ぺージ 


シームレスセットアップ 


OS 選択メニューで選ぶオプションは 

「 Other 」 


Windows Server 2003 

20 ぺージ 

1 Windows 2000 1 

43 ぺージ 1 
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Windows Server 2003 のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセットアップをしま 
す。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ•才ーダー」で r カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバ 
の八ードディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、 
OS 、 Express サーバが提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

一 ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 

めて電源を ON にするときのセットアップの方まについて説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」 

を参照して < ださい。 

セットアップをはじめる前に-購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

Express サーバの八ードウェア構成(八ードディ 
スクドライブのパーティションサイズも含む）や 
八ードディスクドライブにインストールされてい 
るソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トゥ-オーダー）によって異な 
ります。 

ち図は、標準的な Express サーバの八ードデ ィス 
クドライブの構成じついて図解しています。 



空さエリア 


Microsoft Windows 
Server 2003 


八ードディスク 
ドライブ 


セットアップの手順 

次の手順で Express サーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順(こ電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します](こチェックをして、[次へ]をクリックする。 

]：> (降、使用者をなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示(こ従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知6せる画面が表示されます。 
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已.[完了]をクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

目.再起動後、システムに□グオンする。 

7. 28ページの手順11 ]:> (降を参照して、ネットワークの詳細設定をする。 

8 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

9. 31ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Cosole Plus * 

• FastCheck * 

• ESMPRO / UPSContJoller (本ソフトウェアを購入された場合のみ)* 

• PowerCh 山 e ソフトウェア体ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用パ 
ンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 

11. 36ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は r シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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シームレスセツトアツ 



EXPRESS 巨 UILDER の r シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


r シームレスセットアップ」とは、ハードウェア 
の内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows Server 2003)、各種ユーテイリ 
ティのインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目な< 
(シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方 
まです。八ードディスクドライブを購入時の状 
態と異なるパーティション設定で使用する場合 
や OS を再インストールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セツトアップをこの機能が代わって行います。 



g か 化! isliIttaiiiiiHDiw 姑 1111 

f … 參 ;1!<圍 ミ111 揮 ■ill 和 

1 

トンームレスセットアップ J とは* /X- ドウ:！:ア 
>1^ の巧が的なパラメー？やが巧の設をから05、を省 

す] ) 1 ユーを f リティのインストールまでを巧なの 

/ CD-ROM rEXPRESSBUILDERj 封$つて切れ目な< 

田甲田 (シ-ムレスで）ヤットアップできる技自の 
、丄_ // セットアップ方まです • 

ハードディスクぞ巧乂時のが巧と異なるパーティ 
ヨン設立:でが用する巧合や OS を巧インストール 

〇〇 
〇〇 
II 1 

oc 

を 

すシームレス七ットアップを巧用して 

EH ください外アップをこのな巧が巧 ゾ 

BI ゎって行ぃます 

fBKiai 

シームレ义七ットアップは、七ットアうブ*^ 

|B する巧にヤヴトアッカニを要な宿巧を編集し 

フロッビーディスクに巧巧し*七ットアップの民 

11^ にモのを巧を去一話み巧して自な的に一さのヤッ 

トァップををめるとぃぅものです • 

このとき使用されるフロッビ^ィ义クのことぞ 
r セットアップパラメータ FDJ とげびます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクのこと 
を「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 

^ シームレスセットアップを使用しないインストール方まなど、特殊なセットアップについて 

[1^ は、37ページの r 応用セットアップ」で説明しています。 

>： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を•還択する情 

報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セッ ト アップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 Express 円 cnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や還がしなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバのイ也に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 じ ( 
降 、 Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお 
手元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集して 
おくことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方まについては、191ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server™ 2003 Standard Edition 日本語版 ( JU 降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows Server™ 2003 Enterprise Edition 日本語版 ( ti 降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

その他の OS をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインス I -- ルする前に八ードウェアの BIOS 設定などを磕認して 
ください。132ページを参照して設をしてください。 


Windows Server 2003について 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインス!—ルできます。ただし、夕 
の点についてを意してください。 

謂"〇 • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
emm ( BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関する説明 
書び添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• シームレスセットアップを完了した後に31ぺージを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I "ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戾し、インストール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 


導入編 
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MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 


A - ドディスクドライブの接続について 


OS をインストールする八ードディスクドライブ外の八ードディスクドライブを接続する 
場合は、 OS をインストールした後から行ってください。 


異なる種類の RAID ボードの接続について 


異なる種類の RAID ボードの共存状態でのシームレスセットアップはサポートしていません。 
OS をインス I -ールする RAID ボード外は接続していない状態でシームレスセツトアップを 
実行してください。 


作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インス I -ールに必要なサイズ ニ2900 MB 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 目 

M-O • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場をびあります。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409已 MB で 
ず。搭載メモリサイズ XI .己倍のサイズび409己 MB を超える場合は、409己 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズび2 G Biy 上の場台のダンプファイルサイズの最大は、 
に048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアプリケーションび 
必要とずるディスク容量を追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 M 巨の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 

2900 M 巨 + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) 二 4192 MB 
となります。 

H |： シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティションサイズを 

I ヒン。「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 または r 4095 MB 」 のうち、どちらか大 

きい値に設をしてください。 
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ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールに 

ついて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM に格納されてし^ 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition / 
Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition インストレーシヨンサプリ メントガ 
イド」を参照して再インス I -ールしてください。 

インストレーションサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに関す 
るを意事項が記載されています。 


導入編 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 






J :入力や選択がお、要な作業 
] :自動的に作業が進む内容 


RAID コント□—ラが搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「 RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

《2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 M 巨の DOS フォーマット済 
みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 




システムの構成を変更した場台は r システムのアップデート」を行ってください。 

Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、 
または追加する場合は、オンラインドキュメントの 「Microsoft Windows Server 
2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 Enterprise 
Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 




0 S をインストールするとき(こ M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置をかしてインストールを最初か6やり直し 
てください。 

0 S をインストールする八ードディスクドライブ U かの八ードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後か6行ってください。 

論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数を在する場合の再セット 
アツプ手順」 (39 ページ)を参照してください。 


2. Express サーノ\、の CD-ROM ドライブ、じ 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 0 M をセツトする。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


4. [シームレスセットアップ]をクリックす 

な0 

「お願い」が表示されます。 


ーズ邸 P 陆 SS 抓 1 LDERV げん > 


pi 

トムレな.が。 


r シームレスヤットアップ J とは、 A- ドウエア 
の巧な的なバラメータやが拒のまをから OS、 を径 
ユーティリを f のインストールまでぞ宙なの 
CD-ROM rEXPRESSBULDERj を任って切れ目な< 
(シームレスで）セットアヴプできる社自の 
七ヴトアヴプ方まです • 

/\ードディスクを田入時のが拒と異なるバーティ 
ベこヨンまをでな用する坦合や 0S を再イシストール 
するみ色は、シームレ又セットアップを巧用して 
ください. 巧 ットアップをこの度能が代 
ねって行います • ^ / 

シームレスセットアップは*七，トアタブを历抬 
する巧にセットアップに&まな巧曲を編集し 
コロッビーディスクに巧巧し*セットアップの店 
にそのち*ぞ里一読み出して自動的に一連のヤッ 
トアップを進めるというものです • 

このときな用されるフロッビー ft ィスクのことぞ 
r ヤットアップバライータ FDJ と巧びます. 


已.記載内容をよく読んでか6[確認]をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されます。 


導入編 
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目. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブにセットし、[確認]をクリックす 

る。 

I チェック I 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 目の DOS フォーマット済み 
フ□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブ(こセットし、[確認] 
をクリックしてください。 

• セットしたセットアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないでください。 

[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした r セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
さ)を選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .4] U 前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインストールを行う場合は、[スキッ 7] をクリッ 
クする。 

[確認]をクリ、ソクー手順7へ進む 
[スキッフ°]をクリ、ソクー手順8へ進む 

[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 


入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを入力する。 

[オペレーティングシステムインス トール メニュー] 
が表示されます。リストには、この装置がサポート 
している 0 S が表示されます。 

③リストボックスか6インストールす 
る [Windows Server 200 3] を選択 
する。 


Express 已扫00シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyri 邑 ht に） NEC Corporation 2003 


ーセツげツ T 情報の入力/確認 
テ'’イスクアレイ]ンフイク’’レ-シヨン 
"。-ティシヨンの作成 
"。-ティシヨンの丸-マット 
NEC モシ“; H レの：1ヒ"- 
0S CD-ROM の挿入 
自動セット?リ T の開始 


Iオペレーティングシステムインス!ルメニユー 
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7. OS のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

本体に RAID コント□-ラが搭載されてい 
る場合は、[アレイディスクの設定]画面 
が表示されます。設定内容を確認し、必 
要な6修正を巧ってか6 [次へ]をクリツ 
クしてください。 


次に、 [NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
巧ってか6 [次へ]をクリックしてくださ 
い(画面中の r 対象マシン」は機種(こよって 
表示が異なります。） 


降、画面に表示される[次へ]、[戻 
る]、[ヘルフ°]をクリックして設定を確認し 
なが6画面を進めて<ださい。設定内容 
は必要に応じて修正してください。 


w-OB 

• os をインストールするパーテイシヨンは、必要最小限 m 上のサイズで確保してください。 

• 「パーテイシヨンの使用方法」で r 既存パーテイシヨンを使用する」を選択ずると、最初のパー 
テイシヨンの I 肩報はフオーマットされ、 すべてなくなります。それ似がのパーテイシヨンの 
情報は保持されまず(下図参照)。 


第 1 パーテイシヨン 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したまま再インストールすることはできません （22 —ジ参照)。「パーティションの 
使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は1 20GB 似上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に409己 MB 似がを指定した場合は NTFS へのコンパ’ートび必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択したとき、流用ず 
るノ\:—ティション m 外にノくーティションび存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を 
確保して Windows Server 2003をインストールしまず。 

• 設定内容に不正びある場台は、次の画面には進めません。 

• 実領域び120 GBm 上になる場 S ホ、パーティションサイズに r 全領域」を指定しないでくだ 
さい。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面びポップアップされまずので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もあります。 


饥がイス把) i さ定]テ•'イスれレ扣ントロイ 



• f ドィ巧の設定 

11する 

1 

RAID の作が 

1巧な RAID を巧用する 

1 

巧続ドィ巧の卜-祁数 


1 

がッウを術制るドけ嫩 


1 

がックを巧成ずる RAID 


1 

ラ仆*—卜''の i 綻 


1 

ライト i ート''のす較目 


1 


込 1 1 ホへ 

、 1 1 、 が 1 
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•L 回 

• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選が 
画面に戻ります。[再読込]は、 [ NEC 基本情報]画面にのみあります。 

• [コン ピユータの役害!!]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設をはシームレスセッ 
トアップの既を値を自動的に還ネ尺して、インストールを行ぃます。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 


追加ずるアプリケーションのインストール 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

foK I 「終了 1 


9. メッセージに従って 「EXPRESS 目 ULDERJCD-ROM とセットアップパラメータ FD を CD-ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、 Windows Server 2003 CD-ROM を CD- 
ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 

10. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、 <F8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 <F3> キーを押 
す。 


同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows Server 2003はイン 
ス I -ールされません。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システム(こ 
□グオンします。 

11.PROSet をインストールをする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用すること(こより、じ(下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの彭断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を 
提供し、サーバスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、 U 下の手順(こ従って<ださい。 

(D 「EXPRESSBULDER」CD-ROM を CD-ROM ドライブ、じセットする。 

②エクスプ□ーラを起動する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スター トメ ニュー か6[エクスプ □ー ラ]をクリ 、ソク する。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順(こポイントし、[ェクスプ □- 
ラ]をクリックする。 
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③ レ CD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ BC 1¥ PROSet ¥ WS 03 XP 32」 ディレ 
クトリ内の rPROSet . exe 」 アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

④ [次へ]をクリックする。 

⑥[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

⑥[標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ Ins ね IlShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

⑩[完了]をクリックする。 

⑨システムを再起動する。 

]：_/ (上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 

12 . ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

• L 画 

サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ネット ワークモ 
ニタ]は、 [ネッ トワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してくださぃ。 

[ PROSet がインストールされていない場合] 

① 「□-カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスを開く。 

<標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

(1) スタートメニューか6[コント□-ルパネル]一[ネットワーク接続] 一 [□- カルエリア 
接続] ( Intel ( R ) PRO /1000 MT Network Connection ) をクリ、ソクする。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

(2) [プ□パティ]をクリックする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

(1) スタートメニューか6[設定]一[ネットワーク接続]をクリックする。 

(2) [□— カル接綱アイコン ( Intel ( R ) PRO /1000 MT Network Connection ) をちクリ、ソク 
し、ポップアップメニューか6[プ□パティ]をクリ、ソクする。 

② [構成]をクリックする。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

③ [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を HUB の設定値と同じ値に設定 
する。 

④ ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 
lU 上で完了です。 
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[ PROSet がインストールされている場合] 

( D「Intel PROSetJ ダイア□グボックスを表示する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[コント□-ルパネルト [Intel PROSet ] をクリ、ソクする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

(1) スタートメニューか6[設定]一[コント□ールパネル]をクリ、ソクする。 

(2) [Intel PROSet ] アイコンをダブルクリックする。 

③リスト中の [ Intel ( R ) PRO /1000 MT Network Connection ] をクリ、ソクして選択する。 

③ [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定を HU 目の設定と同じ値に設定す 

ち ) 〇 

④ [Intel PROSet ] ダイア□グボックスの随制をクリックし、 [0 K ] をクリックする。 

]：> (上で完了です。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]か6 
□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 

13. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

14. 31ぺージの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

15. 36ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 

オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104-86/111/103) を使用する場合について説明しま 
す。 

N 8104-103 はドライバが自動的にインストールされます。ボード添付のドライバを使用し 
ないでください。 

N 8104 -86/1 11を使用する場合は 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM に格納されているドライ 
パをインストールしてください。 

N8 104-86/1 11の場合 

「 CD-ROM ドライブレタ ー:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ 巨 C 1¥ PR 0100¥ WS 03 XP 32」 

インストール手順が不明な場合は、インストレーションサプリメントガイドのネットワーク 
ドライバのインス I -ール手順を参照してください。 

I M-O N 81 04-1 03を使用ずる場封ま、 PROSet を起動し[詳細設定]タブより、 TCP セグメン 
テーシヨンのオフ□—ド」の値を r オフ」にしてください。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 


メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起動ずると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 

1 . スタートメニューか6[コント□-ルパネル]を選び、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


2 . [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリッ 
クする。 


システムの ブ日バ テイ 


を肤 I コンピュ-夕る I /、-ドウげ詳袖設ま I 白か更新 I リモ-卜 I 

Administrator として□ジオンしねい巧合は、これらのほとんどのをまはできません。 


_!] 斗 


視貸かま、プ化ツサのスケジュール、メモリほ巧、おが仮想ブモリ 


設定を）」 


r ユーザーフ□ファイル- 

□ヴオン(補巧したデスクトップ設走 


設定の」 


起化と回ほ- 

システムをか、システム降ま、わよ U デバツヴ惜ま反 


キャンセル」通用曲 


4. テキストボックス(こデバッグ情報を書き 
む場所を人力する。 

< D ドライブ(こ 「 MEMORY . DMP 」という 
ファイルをで書き込む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 


巧ちのオペレーテイシヴシステムを)： 


13 


R オペレーティンヴシステムの一民をま示する巧聞の： |30 

厂’必要なときに修馆オプションを表示する時間也)： 


巧間 
け間 


F ' 'ステム□ヴにイベントを害き込む地） 
R を巧#へ普告をを信する(が 
R 自か的じちお抽する® 


J I力—ネルづ 


つ 


I 紀 ys わ mRoot 供 MEMORY'DMP 
巧巧のファイルじ上まきするぬ） 
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W-UE^ 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズび 2 GB を超える場台は、[完全メモリダンスを指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンスを指定してくださし、。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MBiy 上(メモリサイズび 2 GB を超える場合は、 
2048 MB + 1 2 MBiy 上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場をは、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンスの 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


瓦 [パフォーマンスボックス]の隱定]をク 
リ、ソク する。 

[パフォーマンスウインドウ]が表示され 
ます。 


巨.[パフォーマンスオプション]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 




广デザインを值ホする(旦） 

广 バフォ-マンスを優先するが 
广カス々ムを)： 

回ウィンドウとポタンに巧貸スタイルをほ用する A 

□ ウィンドウを最ホ化 や 最小化する巧に アニメー ン ョンでま示する 
□] ンポボックスをスライ化て開く 
□ スウリーンフォントの禄を;'骨らかにする 
□妨ウバーボタンをスライドする 
□ デスクトップのアイコンるじちを付ける 
□ ドラック’中にウィンドウの内容をま示する 
□ ヒントをフェ-ドまたはスライドでま示する 
□ フォルタで cl ： く 使田するタスクを使吊する 

□ マウスポイシタの下にををま示する zl 


OK I キャンセル I 適用み) 
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[仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリッ 
クする。 


バフォーマンスオプション 


巧宜巧果詳帥記定 I 

•プ□セウサのスケジュール- 

プ□か州のリソースをどう割り当てるかを遇巧します。 

ホのバフオーマンスを语ホする： 


过ぶ] 


广 プ□ヴラムを） 


口野ッウヴラかトサイス留， 


イモリ使用量- 

システム巧りをどう割。当てるかを遇巧します。 

ホのバフオーマンスを偈ホする： 

广プ□クラム(技 ロシステムキャッシュの 


「化巧イモリ- 


ページンヴファイルは、 Windows が RAM のようじほ巧する A — ドディスク 


巧域でえ 

すべてのドライブの紐ページンヴファイル サイズ'' 


ズ： 

■ を更拟 イ 
キャンセル 


8 . [選択したドライブのページングファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨] 
値じ(上(こ変更し、[設定]をクリックす 

な 0 


ドライブレ卡リュームラベル]屯） 


_Uxi 

ページンク’ファイルのサイズ ( MB ) 


「涯巧したドライブのページンクファイルサイズ- 
ドライス む 

空き巧巧： 6663 MB 


巧巧サイズ （ MB ) ①：|192 
最大サイズ ( MB ) Op ： |3^ 

ソ A J ム VB—■> 王ソ1 A 、じ 

广ページンヴファイルねし(凶） 


「すぺ てのドライブの描ページンヴファイル サイズ- 
最小限 2 MB 

巧装： 189 MB 

現なの害リり当て： 192 MB 


設定を) 


[ 


n キャンセル J 


必ず OS パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイスを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合びありまず。 

「推奨」値については、 r 作成ずるパーティションサイズについて (22 ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

障害発生時に備えて、事前に DUMP スイッチを}甲し、正常にダンプび採取できることの確 
認を行うことをお勧めします。 

メモリを増設した勵ホ、メモリサイズに台ねせてぺージングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [ OK ] をクリックする。 

設定の変更内容(こよってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージ(こ 
従って再起動して<ださい。 
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ワトソン博±の設定 


ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K ] をクリックする。 


Windows ワトソン博±はアフリケーシヨンエラー用のテバッガです。アフリケーシヨンエ 
ラーを橫化すると Express サーバを診断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断情報を採取 
できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ 、ソク する。 


2. 陷前ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と入力 
し、 [0 K ] をクリックする。 

[ Windows ワトソン博±]ダイア□グボ、ソ 
クスが表示されます。 


ファイル:るを指定して実巧 


JJisJ 


至1 


I 萍霞翔«&穀觸驚でルタゃドキュプント 


を前 ( が： |drwtsn32.exe| 


キャン t ル」を股を )… J 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 

の保存先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで 
保存されます。 




ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 

な0 


•L 回 


「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


互]ぶ] 


□ヴファイ ^ fit ion Data ¥ Microsoft¥Dr Watson 
クラッシュ ‘ I ンプ(亡)： | C:¥Documents and Settings¥Adr 
WAVE 

インストラクシ^ンの数の： |To 

イ呆巧ザる下う一封 rfw ) 


き賜(昼).、 
き=昭、(か.. ) 

4* nT7 A I I' 


Jin 


的ッソュ於フのほ;目 W : 

寸プシヨン- 


广売を片】 


广売を （ NT4 互巧） 


口繫 Z お挪 EfE 器圆 

R すぺてのスレッドコンテキストをタンプ(直） 
R 巧存の□ヴファイルじお加(巨） 

「メッセージボックス(こよる巧か(ぶ 
厂苗こよる巧知域 
R クラッシュタンプファイルの巧巧の 


^フ U ケーシヨンエラー 


クリアを）」 


キャンたル 


ヘルプ(ぶ 


已.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオン(こする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ー ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [プ □ グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

己.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 2003 CD - ROM を 
CD - ROM ドライブにセットして [ OK ] をクリックする。 

巨. [ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスの[完了]をクリックする。 

7. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8 . [コント□—ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM には、本装置監視用の^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」お 
よび Express サーバ-ワークステーシヨン 管理 用の 忙31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1911396「」などが収録 
されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
I '''ールしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア編」を参照して個別にインス I '''ールしてく 
ださい。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
<は第3編の「ソフトウエア編」を参照してくださぃ。 
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システムのアップデート 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合（内蔵オプションの機器を取り付け/取りかしをした場合） 
• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このとき Service Pack を再適用する必要はありません。） 

• CPU を増設した場合 

管理者権限のあるアカウント 
( Administrator など）で、システムじ□グ 
ィンした後、 「 EXPRESSBUILDERJCD - 
R 0 M を Express サーバの CD-ROM ドライ 
ブじセットしてください。 

表示された画面「マスターコント □ ールメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ] 

を左クリックし、メニューから[システム 
のアップデート]をクリ 、ソク すると起動し 
ます。じ(降は画面に表示されるメッセージ 
に従って処理を進めてください。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM を Express サーバの CD - ROM ドライブじセットして、再起動する。 
EXPRESS 目 ULDER か6起重力して 「 EXPRESSBULDER トップメニュ_」が、表示されます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

]：> (降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 



システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセ、ソトアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 目 UILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムじおいて、 0 S の再インストールな 
どをする場合は、次の手順でセツトアップしてください。 


■L 


ビルド.トウ.才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 
する場合には、本操作を行う必要はありません。 

シームレスセッ ト アップにが応しているボードの一寶については、々のホームぺージか 
ら参照できます（「 ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


セ、ソトアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 


I チェック I 


本書の内容と大容量記憶装置コント□-ラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□ーラの説明書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID の設定を行う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□—ラの場合は、手順3へ進んで<ださい。 

3. EXPRESSBUILDER CD-ROM か6システムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容(こ設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 


，:一 

コントローラによっては、設を画面が現れないことがあります。 
[大容量記憶装置用 0 EM-FD の適用をする]をチ： L 、 ソクする 


，:一圆 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 


已.シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラ(こ添付され 
ているフ □、ソ ピー ディ スクをフ □、ソ ピー 
ディスクドライブ(こセットし、 iU 降は画 
面のメッセージに従つて操作してくださ 
い。 


r 大容量記憶装置用 0EM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライプに挿入してください。 


I 0 K I 「終了 I 
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マニュアルセットアップ 

Express サーバへのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップ 
を使用することをお勧めしていますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュアル 
セットアップが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方まについ 
ては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインド车ュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition イン 
ストレーションサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 

^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せて参照してく 
I チェック I /しさい。 


サポートディスクとは？ 


シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 r マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインス I -ールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライ 
バなどが含まれています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 
OEM - D に K for EXPRESS 目 ULDER 」 を用意してください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON じする。 

3. Express サーバの CD - ROM ドライブに添付の 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM をセットする。 

4. CD - ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す）か、電源を OFF / 
ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

己[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

巨.[サポートディスク作成メニュ ー] か 6 [Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER ] を選択する。 

7. 画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプ□テクトを 
し、ラベルを貼って大切に保管してください。 

本装置の他に Wmdows(Wmdows 95 JU 降、 囲画皿 n 画™ 

Windows NT 4.0じ(降)が動作するコンピュータを 

お持ちの場合は 、 W i n d 0 W S 上で か 

EXPRESSBUILDER CD - ROM をセツトすると起動^ 


する「マスターコント□ールメニュー」から 

Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER を作成することもできます。 
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論理ドライブび複数巧在する場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライブが複数を在する場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
じついて説明します。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
開始する。 

2 . 次のメッセージが表示された6、 0 S をセットアップしたいバージョンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティシヨンと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧か6パーティションを選択してください。 


I システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れていることを確認してか5セットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続巧する。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライブ文字 
の修正が必要な場合は「ドライブ文字の修正手順」じ従ってドライブ文字を変更する。 


ドライブで字の修正手順 

JU 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ごを意ください。 

1 . [スタート]メニューの[マイコンピュータ]をちクリックして[管理]を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2 . 左側のウィンドウの中か6、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックを巧い、[ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

4. [変更]を還択する。 

己.[次のドライブ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライブ文字を選択する。 
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目. [ OK ] を選択する。 

7. i ： i 下の確認メッセージが表示された6、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 

8 . [コンピュータの管理]を終了する。 
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Windows 2000 のセットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセツトアツ 


「ビルド•トウ•オーダー」で r カスタムインス!ル」を指をして購入された Express サーバ 
の八ードディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、 
0 S 、 Express サーバが提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 

めて電源を ON にするときのセットアップの方まについて説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」 

を参照してください。 

セットアップをはじめる前に-購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

Express サーバの八ードウェア構成(八ードディ 
スクドライブのパーティションサイズも含む）や 
八ードディスクドライブじインス I -ールされてい 
るソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トウ-オーダー）によって異な 
ります。 

ち図は、標準的な Express サーバの八ードデ ィス 
クドライブの構成について図解しています。 


セットアップの手順 

次の手順で Express サーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、 Express サーパの順(こ電源を ON (こし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します](こチェックをして、[次へ]をクリックする。 

降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知6せる画面が表示されます。 



空さエリア 


Microsoft Windows 
2000 


八ードディスク 
ドライブ 
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己.[完了]をクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

目.再起動後、システムに□グオンする。 

7. 日1ページの手順12じ(降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定およびグラフィックスアク 
セ ラレータ ドライバをアップデートする。 

8 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

9. 日4ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時(こインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Cosole Plus * 

• FastCheck * 

• ESMPRO / UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ)* 

• PowerChute ソフトウェア体ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアでド」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用バ 
ンドルソフトウエア」を参照して使用環境に合った状態(こ設定してください。 



カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされている Service Pack のパ’ージョ 
ンと、装置に添付されている Service Pack のパージョンび異なる場合びあります。 

装置にインス I -- ルされている Service Pack 似降のパ’ージョンび添付されている場 S ま、装 
置に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 (Service Pack x ) インス I ル手順書」を参照し 
てサービスパックのインス! -- ルを行ってください 。 Service Pack 情報に関しては、下記ヴ 
イトより詳細情報をご確認ください。 

[NEC 8蚕街] http :// nec 8. com / 

11. 58ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セツトアップをする際は r シームレスセツトアップ」を使ってください。 
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—ムレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の r シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


「シームレスセットアップ」とは、ハードウェア 
の内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows 2000). 各種ユーティリティのイ 
ンストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 己 UILDER 」 を使って切れ目な< 
(シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方 
まです。八ードディスクドライブを購入時の状 
態と異なるパーティシヨン設定で使用する場合 
や OS を再インストールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セットアップをこの機能が代わって行います。 


r シームレスセットアッブ J とは、ハードウエア 
の巧巧的なバラタータやが巧の設をから05、を種 
ユーテ^リみのイシ义トールまでを巧せの 
CD-ROM reXPRESSBUILDERj を巧って切れ目な< 
(シームレスで）セットアップできる没自の 
七ットアップ方まです， 

/、ードディ义クぞ巧入時のが巧と異なるパーティ 
5；ヨシまをでぶ用する巧合や OS ぞ苗インストール 
するシームレスセットアップを使用して 


ください。巧!セットアップをこの巧巧が巧 
わって行います • ' ^ / 

シームレスセットアップは*セットアミブホ巧怡 
する巧にセットアッカこを要な情巧を S 集し 
フロッビーディスクに巧巧し、セットアップの民 
にその倍なぞ免一盖み巧して自巧的に一さのセッ 
トアップぞ巧々るというものです • 

このとき巧用されるプロッビづィ义クのことぞ 
r 七ットアップパラタータ FDJ と呼びます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクのこと 
を「セツトアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方まなど、特殊なセットアップじついて 
立を]は、59ページの r 応用セットアップ」で説明しています。 


■L 


• 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を.還択する情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力ゃ還択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバのイ也に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 \U 
降 、 Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお 
手元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集して 
おくことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方まについては、191ぺージ 

で説明し了います。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がヴポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版 ( JU 降 、 「Windows 2000」と 
呼ぶ） 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows 2000をインストールする前に八ードウエアの目 IOS 設定などを磕認してくださ 
い。目 IOS の設をには 、 Windows 2000から採用された新しい機能ヴラグ•アンド-プレイ 
や US 巨インタフェースへの対応など)に関する設を項目があります。132ページを参照して 
設定してください。 


Windows 20001こつし、て 


Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし 、次の点じ 
ついてを意してください。 

M-O • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express ヴーバ本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関ずる説明 
書び添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• シームレスセットアップを完了した繳こ已4ぺージを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I "ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 
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A - ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールする八ードディスクドライブ外の八ードディスクドライブを接続する 

場合は、 0 S をインス!-ールした後から行ってください。 

単体接続の八ードディスクドライブの記憶容量について 

記憶容量が 128 G 巨 U 上の大容量八ードディスクドライブを単体ディスクとして使用して 0 S 

をインス I -ールしないでください。 

異なる種類の RAID ボードの接続について 

異なる種類の RAID ボードの共存状態でのシームレスセットアップはサポートしていません。 

0 S をインストールする RAID ボードム(外は接続していない状態でシームレスセットアップを 

実行してください。 

作成するパーティションサイズについて 

システムをインス I -ールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 

ることができます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インストールに必要なサイズ =1000 MB 

ページングファイルサイズ(推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 

n-O • 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズです。ぺージングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合びあります。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409已 MB で 
す。搭載メモリサイズ XI .己倍のサイズび409已 MB を超える場合は、409己 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズび2 G Biy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
に048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルする場合は、別途そのアプリケーシヨンび 
必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 

1000 MB + (512 M 巨 X 1.5) + (512 MB + 12 M 目）二 2292 MB 
となります。 

■: シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨンサイズは杉 

rE 37 n 下のように計算してくださし、。 

• Windows 2000 Service Pack を適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティションサイズ」もしくは r 4095 MB 」 のうち、どちらか大き 
い方 

• Windows 2000 Service Pack を適用する場合 

「前述の必要最小限のパーティションサイズ + 850 MB 」 もしくは r 4095 MB 」 のうち、ど 
ちらか大きい方 
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ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス I ^ールに 

ついて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティシヨ 
ンを残したままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は、 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM に格納されてい 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 
Advanced Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して再インストールして 
ください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインス I -ールに関す 
るを意事項が記載されています。 


Service Pack の適用について 


Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付され 
ている Service PackW 降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報を痛 
かめた上で使用してください。 

[NEC 8番制 http :// nec 8. com / 
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セツトアップの流れ 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



■戻る M ミち意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ No * インストール方法を選択する 


フ□ッピーディスクをセツトずる 


確認 


■中止 ■ セットアップパラメータフアイルを選択ずる 


新規ファイル 


’既巧のファイル 


0 S を選択ずる 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


異常設定の確認•修正を行うか選択ずる 


再選択 
■び必要 ■ 

な 口’ 


行ラ 


行わない 


設定を確認-入力をする 


OK 


選択 ■ 


Windows CD-ROM をセツトずる 


ソフトウエア使用許諾契約に同意ずる 


Service Pack CD - ROM をセツトずる 
(Service Pack を適用ずる場合のみ） 


自動インス I ル 

i 

自動ログオン 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン 

i 

再起動《2 
i 

OS パーティシヨンの作成 

i 

再起動 

I 

0 S パーティシヨンのフォーマット 

I 

NEC モジユールのコピー 

i 

選択したアプリケーシヨンのモジュールのコピー 


再起動後、インス 


卜-ル終了 ) 


J： 入力や選択が必要な作業 
] :自動的に作業が進む内客 


RAID コント□-ラが搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

《2 0S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 


導入編 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 M 目の DOS フォーマット済 
みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ F D は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 


M-O • システムの構成を変更した場合は r システムのアップデート」を行ってください。 

胃 d ♦ Windows 2000の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワークア 

夕’プタなどのドライバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 Advanced 
Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順(こ電源を ON にする。 

• OS をインストールするとき(こ MO 装置を接続したまま作業を巧うと、インストール(こ失敗 
することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置をかしてインストールを最初か6やり直し 
てください。 

• 0 S をインストールする八ードディスクドライブじ(かの八ードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後か6行ってください。 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数を在する場合の再セット 
アツプ手順」 (6 1ぺージ)を参照してください。 


2. Express サーバの CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 0 M をセツトする。 


3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 



己.記載内容をよく読んでか6[確認]をクリックする。 

「セツトアップパラメータ FD を挿人してください。」というメッセージが表示されます。 
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目. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブにセットし、[確認]をクリックす 

る 0 

I チェック I 

• 「セットアップパラメータ阳」をお持ちでない場合でも、 1.44 M 目の DOS フォーマット済み 
フ□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブ(こセットし、[確認] 
をクリックしてください。 

• セットしたセットアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないでください。 

[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした r セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
さ)を選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイル(こ修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .4] U 前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は随飄を、確認せず(こそのままインストールを行う場合は、[スキッフ°]をクリッ 
クする。 

[確認]をクリ、ソクー手順7へ進む 
[スキ ッ フ°]をクリ、ソクー手順8へ進む 

[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > 丰一を押す。 


人カボックスが表示されます。 

③ファイルをを人力する。 

[オペレーティングシステムインス トール メニュー] 
が表示されます。リストには、この装置がサポート 
している 0 S が表示されます。 

③リストボックスか6インストールす 
る [Windows 200 0] を選択する。 


Express 己800シ U_ ズ EXPRESS 己 UILDER Ver3.xxx-x Copyri 邑 ht(C) NEC Corporation 2003 


[ オペレーテイングシステムインストールメニュー I 


その他 

戻る 


セッ巧ツフ。情報の入力/確認 
テ'’ィスクアレイ]ンフィグレ-シヨン 
，トティシヨンの作成 
K。 うィシヨンの丸づツト 
NEC モシ"]-ルの:1ピ- 
05 CD-ROM の挿入 
自動かげツ7の開始 
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OS のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

本体に RAID コント□-ラが搭載されてい 
る場合は、[アレイディスクの設定]画面 
が表示されます。設定内容を確認し、必 
要な6修正を行ってか6 [次へ]をクリツ 
クしてください。 


[なが"财設定]テ.."れ V イ。ントロイ 


W '' ィ巧の設定 

P する 

1 

RAID の巧が 

1巧な RAID を巧用する 

1 

巧続ドィ巧の卜-如数 


1 

がッ馆術制るドけ谋夕 


1 

がックをががする RAID 


1 

ラ仆 t ート''の画疑 


1 

ライト t ート''の繼負 


1 


ISiSf 込1 1ホへ 

1 1、が 1 


次に、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
巧ってか6 [次へ]をクリックしてくださ 
い(画面中の r 対象マシン」は機種じよって 
表示が異なります。） 

]：> (降、画面に表示される[次へ]、[戻 
る]、[ヘルフ°]をクリックして設定を確認し 
なが6画面を進めて<ださい。設定内容 
は必要(こ応じて修正してください。 


<表示例> 




• 0 S をインストールずるパーテイシヨンは、必要最小限似上のサイズで確保してください。 

• r パーテイシヨンの使用方法」で r 既存パーテイシヨンを使用する」を選択ずると、最初のパー 
テイシヨンの I 肩報はフオーマットされ、ずべてなくなります。それ m がのノテイシヨンの 
情報は保持されます(下図参照)。 


第 1 パーテイシヨン 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のノ くーティショ 
ンを残したまま再インストールずることはできません (46 ページ参照）。「パーティション 
の使用方法」で r 既存ノ くーティションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成ずる」を還択したとき、「パーティション」の設 
定値は1 20 GBiy 上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に409己 MBiy がを指定した場合は NTFS へのコンパ’ートび必要でず。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用ず 
るノくーティション似州こノくーティションび存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を 
確保して Windows 2000をインス I ルします。 

• 設定内容に不正がある場台は、次の画面には進めません。 

• 実領域び120 GBiy 上になる場 S ホ、パーティションサイズに r 全領域」を指定しないでくだ 
さい。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面びポップアップされますので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 


前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もあります。 































































•L 回 

• [NEC 基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選択 
画面に戻ります。[再読込]は、 [NEC 基本情報]画面にのみあります。 

参[コン ピュータの役害！!]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設をはシームレスセッ 
トアップの既を値を自動的に選ネ尺して、インストールを行ぃます。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

9. メッセージ(こ従って 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM とセットアップパラメータ FD を CD - ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブ(こセットする。 

[ソフトウ巧使用許諾契約]画面が表示されます。 

10. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、 < F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 < F 3> キーを押 
す。 

I W-OIM 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows 2000はインス I ル 
されません。 


11. NEC 基本情報で「サービスパックの適用」を[する](こした場合は、次の操作をする。 

①メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフ □、ソ ピーディスクドライブか6取り出 
し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

③メッセージに従って Windows 2000 Service Pack CD - ROM を CD - ROM ドライブにセット 
する。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに□グオン 
します。 

12. PROSetl をインストールする。 

PROSetl は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
GigaEthernet の設定に必須です。必ずインストールしてください。 

PROSet I を使用することにより、下のことが巧えます。 

ーアダプタ詳細情報の確認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの彭断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性じ優れた環境を 
提供し、サーバースイ、ソチ間のスループットを向上させることができます。このような機能を利 
用する場合(こ PROSet I が必要(こなります。 



追加ずるアプ U ケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーデイスク 
ドライブに} f 入してください。 

foK I 「終了 I 
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PROSetl をインストールする場合は、 ]:> (下の手順に従ってください。 

① 「 EXPRESS 己 ULDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ、(こセットする。 

② スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□ーラ]をク 
リ 、ソク する。 

③ 「< CD - ROM のドライブレター>:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 6 2 C¥HD 1 ¥WINDOWS 
¥ PROSET 2¥ IA 32¥ PROSET . MSU アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[ Intel ( R ) PROSetl Instal に hield Wizard ] が起動します。 

④ [ Next ] をクリックする。 

(5) [I accept the terms in the license agreement ] を選択し、 [ NEXT ] をクリックする。 

⑥ [ Typical ] を選択し、 [ NEXT ] をクリックする。 

⑦ [ Ins ね II ]をクリックする。 

[ Instal に hield Wizard Complated ] が表示されます。 

⑩ [ Finish ] をクリックする。 

⑨システムを再起動する。 

13. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

① スタートメニューか6[設定]をポイントし[コント□-ルパネル]をクリ 、ソク する。 

③[コント□-ルパネル]ウィンドウで、 [ lntel ( R ) PROSetI ] アイコンをダブルクリックする。 
[ lntel ( R ) PROSetI ] ダイア□グボックスが表示されます。 

③ リスト中の nntel ( R ) 82540 EM Based Network Connection 」 ネットワークドライバ(こマウ 
スカーソルを合わせる。 

④ [Link Config ] タブをクリ、ソクし、 Speed と Duplex の値を HUB の設定値と同じ値に設定する。 
⑥ [ lntel ( R ) PROSet I ] ダイア □ グボ、ソクスの [ OK ] をクリックする。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接綱か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 

•L 励 

サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。[ネットワークモ 
ニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 

14. 標準で装備されているグラフィ、ソクスアクセラレータ用ドライバをアップデートする。 

オプションのグラフ ィ、ソ クスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

(D 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ、じセットする。 

② スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□ーラ]をク 
リ 、ソク する。 

③ レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内のに ETUP . EXE 」 ア 
イコンをダブルクリックする。 
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④メッセージに従ってインストール作業を進める。 

「デジタル署をが見つかりません」というメッセージが表示された場合は、[はい]を選択し 
て、インストールを続けてください。 

⑥ 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブから取り化し、画面の指示(こ従ってシ 
ステムを再起動する。 

1 己.オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
がの説明書を参照してドライバをインストールする。 

16. タページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

17. 58ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

U 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 

オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード（N 81 04-8 6/ 10 3/11 1) を使用する場合は、 
EXPRESS 目 UILDER のドライバとボード添付のドライバのパージョンを磕認してください。 

N 8104 -103 の場合 

CD-ROM のドライブレタ ー:¥WINNT¥W2K¥PC62C¥FD1¥e1000nt5.sys 

N8 104-86/1 11の場合 

CD-ROM のドライブレタ ー:¥WINNT¥W2K¥PC62C¥FD1¥e100bnt5.sys 

ボードに添付のドライバが古い場合はインストレーションサプリメントガイドのネットワー 
クドライバの再インスIル手順を参考にし、 EXPRESSBUILDER CD-ROM に格納されて 
いるドライバをインスI-ールしてください。 

N8 104-86/ 103/111のドライバ 

「CD-ROM のドライブレタ ー:¥WINNT¥W2K¥PC62C¥FD1] 
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障書処理のためのセツトアップ 


障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 

M-O メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び巧います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありまずび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存でをない場合び 
あります。 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンを ダ ブルクリ 、ソク する。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 
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已.テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 



• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場 S ホ、[力ーネルメモリダンスを指定してくださし、。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MBiy 上(メモリサイズび 2 GB を超える場合は、 
2048 MB + 1 2 MBiy 上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


6 . [パフォーマンスオプション]をクリ、ソクする。 

7. [仮想メモリ]ダイア □ グボ、ソクスの[変更]をクリックする。 

8 . [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値]: J 上に変更 
し、[設定]をクリックする。 



• 必ず 0 S パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイスを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合びあります。 

• 「推奨」値については、 r 作成するパーティションサイズについて (4 己ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前に DUMP スイッチを}甲し、正常にダンプび採取できることの確 
認を巧うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [0 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 
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ワトソン博±の設定 


ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K ] をクリックする。 


Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバ、ソガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを横化すると Express サーバを彰断し、彰断情報（□グ ) を記録します。彰断情報を 
採取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ 、ソク する。 


2. 陷前ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と入力 
し、 [ OK ] をクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


ファイル をを 指定して実行 




至1 


議薄霞累齡钱&穀觸驚でルタやドキユプント 


をおに)： | drwtsn 32. exe | 


] 


キャン t ル J を股(目)... 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 

の保存先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで 
保存されます。 






ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 

な 0 


• L 回 


「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 



己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオン(こする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ー ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

己.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブ(こセットして [ OK ] をクリックする。 

巨. [ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスの[完了]をクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア □ グボ、ソクスの[閉じる]をクリックする。 

8 . [コント□—ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM には、本装置監視用の^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」お 
よび Express サーバ-ワークステーシヨン 管理 用の 忙31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1911396「」などが収録 
されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
I '''ールしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア編」を参照して個別にインス I '''ールしてく 
ださい。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
<は第3編の「ソフトウエア編」を参照してくださぃ。 
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システムのアップデート ー Service Pack の適用一 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合（内蔵オプションの機器を取り付け/取りかしをした場合） 
• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このとき Service Pack を再適用する必要はありません。） 

• CPU を増設した場合 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など） 

で、システムに□グインした後、 Express サーバの 
CD-ROM ドラィブに 「 EXPRESSBUILDERJCD-ROM 
をセットしてください。 

表示された画面 r マスターコント□ールメニュー」の 
[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックし、メ 
ニューから[システムのアップデート]をクリックする 
と起動します。 W 降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack を適用してくださ 
い。 


〇ォンミ 

EXPRESSBU1LDER 、 

> インドキユ > ント 

1 


Express 5800 Series 

Master Control Menu ^ 

- 〇 も 

CopyrigNNECCorporaWon M 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM を Express サーバの CD - ROM ドライブにセットして、再起動する。 
EXPRESS 目 ULDER か6起動して 「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」が表示されます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

]：> (降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 



システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセ、ソトアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 目 UILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムじおいて、 0 S の再インストールな 
どをする場合は、次の手順でセツトアップしてください。 


■L 

\TW^ 


ビルド.トウ.才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 
する場合には、本操作を行う必要はありません。 

シームレスセットアップにが応しているボードの一覧については、次のホームぺージか 
ら参照できます（「 ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


セツトアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 


I チェック I 


本書の内容と大容量記憶装置コント□-ラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□ーラの説明書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID の設定を行う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□—ラの場合は、手順3へ進んで<ださい。 

3. EXPRESSBUILDER CD-ROM か6システムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実巧し、次のような内容(こ設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 


，:一 

コントローラによっては、設を画面が現れないことがあります。 
[大容量記憶装置用 0 EM-FD の適用をする]をチ： L 、 ソクする 


，:一圆 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 


已.シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラ(こ添付され 
ているフ □、ソ ピー ディ スクをフ □、ソ ピー 
ディスクドライブ(こセットし、 iU 降は画 
面のメッセージに従つて操作してくださ 
い。 


r 大容量記憶装置用 0EM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入して<ださい。 


I °K I 「後了 I 
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マニュアルセットアップ 

Express サーバへのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップ 
を使用することをお勧めしていますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュアル 
セットアップが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインストールする方まについては、 
EXPRESSBULDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows 2000 
Server/Microsoft Windows 2000 Server Advanced Server インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド」を参照してください。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、を 0 S 用の 
rOEM ディスク」を作成しておいてください。 

^ オプシヨンボードを接続する場合は、オプシヨンボードに添付の説明書も併せて参照してく 
I チェック I にごし、 


-サボートディスクとは？- 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 r マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 目 UILDER 」 と呼ばれるサポートディ 
スクが必要です。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 じは 、 Windows 2000のインス 
I -ールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows 2000 0 EM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER 」 を用意してください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

3. Express サーバの CD - ROM ドライブじ添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 0 M をセットする。 

4. CD - ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す）か、電源を OFF / 
ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

已.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

目.[サポートディスク作成メニュ ー] か 6 [Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 
を選択する。 

7. 画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESSBUILDER 」が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプ□テクトをし、ラ 
ベルを貼って大切じ保管して < ださい。 

本装置の他に Windows (Windows 95 JU 降、 

Windows NT 4.0 JU 降)が動作するコンピュータを 
お持ちの場合は、 Windows 上で 
EXPRESSBUILDER CD - ROM をセ、ソトすると起動 
する「マスターコント□ールメニュー」から 
Windows 2000 0 EM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER を作成することもできます。 


〇オンラインドキュ>ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


ol Menu~|~ 


- W > ソフトゥェァ 0 I 

J セットァップ J 


NEC 
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論理ドライブび複数巧在する場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライブが複数を在する場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
じついて説明します。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
開始する。 

2 . 次のメッセージが表示された6、 0 S をセットアップしたいバージョンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティシヨンと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧か6パーティションを選択してください。 


I システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れていることを確認してか5セットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続巧する。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライブ文字 
の修正が必要な場合は「ドライブ文字の修正手順」じ従ってドライブ文字を変更する。 


ドライブで字の修正手順 

JU 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ごを意ください。 

1 . [スタート]メニューの[マイコンピュータ]をちクリックして[管理]を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2 . 左側のウィンドウの中か6、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックを巧い、[ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

4. [変更]を還択する。 

己.[次のドライブ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライブ文字を選択する。 


導入編 


61 







目. [ OK ] を選択する。 

7. i ： i 下の確認メッセージが表示された6、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 

8 . [コンピュータの管理]を終了する。 
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